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社会科学習指導案 

                      

日 時 平成○年○月○日（○） 第○校時 

                        児 童 ○○区立○○小学校 ○年○組 ○名 

                        場 所 ○年○組教室 

                        授業者 文教太郎 

                        指導者 教諭 吾妻京子 

 

●単元名について 

単元名は、このように子ど

もたちにとらえさせたいこ

とを端的に表現したものに

しましょう。もっと、自分の

主張を出して「お店の人って

すごいなあ！」という単元名

にすることも可能です。 

●評価規準 

評価規準は単元目標をさ

らに細分化し、具体的にした

ものと考えると書きやすく

なります。 

●評価基準  

評価規準とセットで出さ

れたものに評価基準という

ものがあります。その二つを

区別するために前者を「のり

じゅん」、後者を「もとじゅ

ん」と呼ぶ人もいます。 

 この指導案には「もとじゅ

ん」は示していませんが、「の

りじゅん」をさらに具体的に

して、実際に評価を行うため

の視点が「もとじゅん」だと

考えてください。 

 

１．単元名 「お店の人のしごととわたしたちのくらし」 

２．単元目標と評価 

（１）目標 

 商店やスーパーマーケットでは消費者の願いにこたえた販売の工夫を 

していることを理解するとともに、自分たちの地域が消費生活を通して他

地域とつながっていることを知る。またそれぞれの店の良さを知り、地域

に愛着をもち、消費者として賢く買い物ができるようにする。 

（２）評価規準 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 関心・意欲・ 

態度 

イ 思考・判 

断、表現 

ウ 観察・資

料活用 
エ 知識・理解 

○自分たちの生活と

地域のお店との結

びつきに関心をも

ち、意欲的に学習

に取り組むことを

通じて、地域の店

を利用していこう

という協力的な態

度・地域への愛着

が見られる。 

○消費者の願い、

生産者の工夫、

両者が合致し

てこそ人気の

お店になると、

判断できる。 

○地域のお店の

工夫や努力を

知り、自分が消

費者としてど

のように利用

すればよいか

判断できる。 

○上記をノート

にまとめられ

る。 

○お店の様子

を一定の視

点から観察

できる。 

○お店の人の

工夫や願い

を聞き取り

で調べるこ

とができる。 

○調べたこと

を自分なり

に整理して

発表したり、

ノートにま

とめること

ができる。 

○消費者として、賢

く買い物ができ

る。 

○商店に置かれて

いるものは他地

域から運ばれて

いることから、他

地域とのつなが

りがあることを

知る。 

○消費者の工夫・お

店の工夫・はたら

く人々の工夫や

努力がわかる。 
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３．単元について 

 本単元は、第三学年学習指導要領の「内容ア（２）地域の販

売について見学したり調査したりして仕事に携わる人々の工夫

を考える」を受けて設定したものである。したがって、学習事

項として次の二つは不可欠なものである。 

・お店で働く人の仕事上の工夫・努力の理解 

・商店街やスーパー、コンビニなどの見学やそこで働く人から

の聞き取り 

 また、目標「（１）地域社会の様子について理解し、地域社会

の一員としての自覚をもつようにする」を意識するなら 

・「地域の店を利用していこうという協力的な態度・地域への愛

着」の育成も落とすことはできない。 

 これら三つを意識して、単元目標とその評価規準を作成した。 

 社会科は３年生になってはじめて学ぶ教科である。４月～５

月にかけて、子どもたちは芝浦探検を行った。そのときには、

お店を含みさまざまな建物に関心をもち、建物のかたち・建設

年・利用状況を調べるとともに、学校から見た場合どの方位に

あるのかを学んだ。またなぜ、駅の近くに飲食店をはじめとし

て様々なお店が多いのかについても学習した。 

しかし、それぞれのお店の工夫など、目に見えない事象につ

いては全く理解していない。このことは、プレテストに対する

答えからも窺われた。プレテストでみると、子どもたちは日ご

ろから親の買い物によくついていっているため、お店の場所や

それぞれのお店が何を売っているのかについてよく知っている。

また自分が興味を持っているゲーム機などの商品を売っている

お店の商品配列についてもよく知っている子どもも数人いる。 

だが、そうした商品配列が商品を売れやすくするための工夫

だということには全く気づいていない。３年生のこの時期では、

一部の子どもを除いて具体的なものを示さない限り、お店の人

がしていることを「工夫」や「努力」というように考えられな

いであろう。そこで、実際に子どもたちにお店を見学させるだ

けではなく、教師の方で自作のＤＶＤ教材を作成しておき、そ

れを見せながら、商品配列などお店の人たちの工夫や努力に気

づかせるようにしたい。具体物を示さないと思考できない段階

の児童が本学級の大部分を占めている。 

●「単元について」に書くこと  

実習校によって指導されること

が違うかもしれません。でも、最

低、次の四つは入れたいものです。 

１）学習指導要領とのつながり 

 教員である以上、学習指導要領

を無視することはできません。指

導しようと思っている単元の学習

内容として学習指導要領がどんな

ことを示しているかはきちんと把

握しましょう。 

２）教育内容と教材について 

 子どもたちに教えようとするこ

と（教育内容）について、教師自

身が何をどこまで理解しているか

を書きます。 

また、その教育内容のためにな

ぜ或るモノ・コトを教材として選

んだかについても書く必要があり

ます。たとえば、封建時代の身分

制について教えたいと思ったら、

教師がどれだけそれをきちんと把

握しているか（教育内容の理解）

を簡潔に書くとともに、なぜ（た

とえば教材として）日光の東照宮

でなく、学区にある庄屋屋敷を選

んだかについても書きます（教材

選定の理由）。 

３）児童の実態 

 元気だ、よく手があがるなど単

元の指導内容と余り関係のないこ

とを書いても意味がありません。

これから学習しようとしているこ

とについての「児童の実態」を書

くものです。ですから、次の四つ
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を書きましょう。 

・これまでにどんなことを学んで

きたのか（既習事項） 

・発達段階はどうか（たとえば、

因果関係を考えさせられない年

頃もあるのです） 

・どんな生活経験をしているのか

（学校で学んでいなくても知っ

ていることもあるのです） 

・だからどんな点に留意してどん

な風に指導するのか、あるいは

自作教材を作成するのか等（指

導観） 

４）単元の系統 

 これを把握しておくことは、既

習事項をつかむためにも、また教

えすぎないためにも必要です。 

  

 

●単元の指導計画について 

 暗記社会科、講義型社会科授業

にしないために、１単元１サイク

ル、あるいは１小単元１サイクル

で、指導計画をつくるという手法

がよくとられます。 

１サイクルとは、次のようなも

のです(基本であってバリエーシ

ョンもあります)。 

事象提示（これから学習させよ

うということに対する“？”を、

いっぱい持たせる＝興味・関心の

惹起）→課題把握→[予想＝課題と

して示されたことについて仮説を

立てさせますが、いきなり次の調

べに入る指導過程をとるものもあ 

また単にお店で働く人たちの「工夫・努力」をとらえさせる

ことでよしとせずに、そうした「工夫・努力」の底にあるお店

で働く人たちの心情、すなわち「働き甲斐」や「職業に対する

誇り」に触れさせたい。そこで今回は実際にお店で働く人たちに

インタビューを行わせるだけでなく、商店会長さんをゲストテー

チャーとして招き、次のようなお話をしてもらうことにした。 

・お客が来やすく、買いやすい商店街にするためにどんな工夫  

をしているか 

・なぜそうした工夫や努力をするのか 

・○○商店会の自慢は何か 

子どもたちの人格形成という面からいうなら、教師として何

人かの子どもたちの消費性向について問題を感じている。しか

し、社会科の指導とするために、倹約・節約などの徳目を注入

するということをせずに、家族のために賢い消費者として行動

しようとしている親たちの姿から自分たちの華美を追う傾向に

ついて反省させていきたい。そこで消費者として親がどれだけ

無駄なく・良いものを家族のために買い整えているかについて

学ばせたい。具体的には各家庭で、買い物をするときにどんな

ことに気をつけているかを調べさせ、それを発表させる中で親

たちが共通に気をつけているものは何かに気づかせるようにし

たい。具体的に述べるなら、親たちはスーパーの安売りの日を

選んで買い物に出かけているし、同じ商品を買う場合でも安売

りをしているスーパーを選んでいくものであり、それによって

家計をやりくりしているのだということに気づかせたい。 

他地域とのつながりについては、一週間に幾つの県や国のも

のを食べたのかという調査課題を行わせることを通して学ばせ

る。本学級の子どもたちはこういう活動は初めてであるから、

朝の会で毎日数人の子どもに「前の日は幾つの県や国のものを

食べた？」と聞くことを行っていく。また、給食については、

教師の方があらかじめ調べて配膳終了後に「本日の他県さ～～

ん、いらっしゃい！」タイムで子どもたちに産地を示したい。

こうした活動が興味を持って継続されるように、日本地図を教

室内に掲示し、そこに野菜の絵を貼りつけていくようにする。 

 以上をふまえた上で、次のような単元の指導計画を立てた。 
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●単元の指導計画について 

 暗記社会科、講義型社会科授業

にしないために、１単元１サイク

ル、あるいは１小単元１サイクル

で、指導計画をつくるという手法

がよくとられます。 

１サイクルとは、次のようなも

のです(基本であってバリエーシ

ョンもあります)。 

事象提示（これから学習させよう

ということに対する“？”を、い

っぱい持たせる＝興味・関心の惹

起）→課題把握→[ 予想＝課題と

して示されたことについて仮説を

立てさせますが、いきなり次の調

べに入る指導過程をとるものもあ

ります；思考力をみることができ

ます]→調べ (資料活用力を養うと

ころであり、また評価するところ

になります) →まとめ ( 知識の定

着を図ります；思考力や判断力を

育成することも可能です) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※（単元の指導計画については、以下省略） 

 

４．指導計画（２０時間扱い ４時間総合） 

次 時

数 
主な学習活動 各時間の評価規準 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４

本

時 

 

○自分の町のはたらく人々に

興味をもつ 

・春に作った「芝浦マップ」

をもとにお店の場所を把握

する。 

・各自、お気に入りのお店の

好きなところ・いいところ

を見つける（消費者として

の視点） 

 

 

○消費者の工夫 

家の人たちがどのような理

由でその店を利用しているの

かを知る。他の店との比較な

どから各店の良さを知る。 

・宿題のカード（※１）をも

とに話し合う（地域のどこ

のお店をどのような理由で

利用しているのか） 

○賢い消費者になろう 

・消費者として気をつけてい

ること、失敗してしまった

こと、消費者のお店に対す

る願いを知る（結果をクラ

ス全体でまとめる） 

○スーパーマーケットにつ

いて知ろう 

・消費者として教師が用意し

たスーパーマーケットの

ビデオを見てスーパーマ

ーケットの工夫を知る。 

 

 

ア 自分たちの生活と地域

のお店との結びつきに関

心をもつ。 

（※評価基準の例） 

Ａ：発表のため自主的に再度 

調べ直し、ノートに丁寧 

にまとめ直した。 

Ｂ： 調べ直したが、まとめ方が

丁寧でない。 

Ｃ：以前の調査のみ。 

Ｄ：調査に行かなかった 

イ 消費者の立場に立って

考えることができる。 

ア 意欲的に学習に取り組

み、地域への愛着が見られ

るようになった。 

エ 消費者として、賢く 

買い物ができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 消費者の願い、生産者の

工夫、両者の立場があって

人気のお店になること、ま

たそれぞれの立場に立っ

て考えることができる。 
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５．本時の学習（ ４／２０時間目） 

（１）本時の目標 

・消費者・生産者それぞれの立場から、消費者の願いをもとに

生産者が工夫することで、人気のお店になることを理解する。 

・消費者の工夫・お店の工夫・はたらく人の工夫や努力がわか

る。 

（２）評価規準 

・消費者の願いをかなえようと生産者が工夫することで 人気

のお店になることが理解できたか。（イ 思考・判断） 

・消費者の工夫、お店の工夫、はたらく人たちの工夫や努力が

わかったか。（エ 知識・理解）                              

（３）準備 

・スーパーマーケットで働く人たちの工夫がわかるビデオ（教

育番組を録画したもの） 

・消費者と生産者のイラスト 

・スーパーマーケットで働く人たちの写真 

・資料①（クラスにおける店の利用グラフ） 

・資料②（町の店の一日の利用者数グラフ） 

・資料③（家の人の願いグラフ） 

（４）展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

ことも可能です) 

のです(基本であってバリエーションもあります)。 

事象提示（これから学習させようということに対する？を、いっぱい持た

せる＝興味・関心の惹起）→課題把握→[予想＝課題として示されたこと

について仮説を立てさせますが、いきなり次の調べに入る指導過程をとる

ものもあります；思考力をみることができます]→調べ(資料活用力を養う

ところであり、また評価するところにな●本時の展開について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●本時の展開について 

１）シナリオを書くように書きま

しょう。つまり、教師の発問や指

示、説明などはすべてセリフだと

思って、そのまま書きましょう。  

また、「～～を板書する」といっ

た教師の行動についての記述はト

書きだと思って書きましょう。  

２）「児童の活動」に書く子どもの

反応は、次の３つの種類に分けら

れます。「授業進行のために、絶対

出て来てほしい発言」、「出て来て

は困る発言」、「出て来るだろうと

思われる発言」 

３）そこで、指導上の留意点には 

過程 

（時配） 
教師の指導 児童の活動 

☆指導上の留

意点 ★評価 

事 
 
 
 

象 
 
 
 

提 
 
 
 

示 
 

(

８
分) 

○前時までの振

り返りを行う。 

「みんなのおう

ちの人はお店で

買い物をすると

きに、どんなねが

いをもっていま

したか。」 

○前時までの振り返り

をする。（購入者の願

い）資料③ 

 

 

 

 

・安全な品物をそろえて

ほしい 

・産地を知らせてほしい 

・新鮮な品物を買いたい 

・安く買いたい 

・種類が豊富だと嬉しい 

・色々なサービスをして

ほしい 

 

☆前時までのお

さらいを、前時

に用いた掲示

物で行う。授業

の最後につな

がるため、黒板

に貼ったまま

にしておく。 
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「絶対に出て来てほしい発言」が

出て来ないときはどうするか、「出

て来てほしくない発言」が出て来

たときはどうするかといった手立

てを書くことになります。 

４）指導上の留意点にはその他に

どんな資料を何のために、どこに

掲示する、あるいはどういうタイ

ミングで、どんなふうに提示する

のか（一度に全部見せるのか、だ

んだんに見せていく）なども書い

ておく方が、授業の時に困りませ

ん。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●課題について 

 学習指導要領にしたがって社会

科の授業の課題を作ると「○○で

働いている人たちはどんな工夫や

努力をして仕事をしているのだろ

う。」「そうした工夫や努力の底に

ある願いや思いは何だろう」とい

うものになります。しかし、これ

ではあまりに直接過ぎて子どもた

ちの学習意欲を引き出さないと考

えたのでしょう。多くの授業がこ

のように「○○の秘密をさぐろう」

というものになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

課
題
提
示 

(

２
分) 

・前時にまとめたクラ

スが利用する店の

表を提示する 

「クラスではスーパ

ーマーケットを利用

する人が多かったで

すね」 

○事象提示 

・町の各店の利用者数

を見せる 

「クラスだけでなく

全体的に見ても、他の

お店よりスーパーを

利用する人が多いけ

ど、それはなぜでしょ

う？」 

 

 

「では、スーパーマー

ケットの良いとこ

ろって、どんなとこ

ろですか？」 

 

○課題提示 

・前時にまとめたクラ

スが利用する店の表

を確認する 

 

 

 

 

○事象との出会い 

・町の各店の利用者数

を知る 

 

 

 

 

 

・品ぞろえがいい 

・一度にたくさんの種

類を買えるから 

 

 

 

・安売りをするところ 

 

○課題を把握する 

 

 

☆（資料①） 

写真は一度に見

せずに、先ず右半

分だけを見せ、隠

れた部分で何が

起こっているの

かを予想させる。 

 

☆（資料②） 

 

 

 

 

 

 品揃えのよさ

について、子ども

たちが気づかな

いときにはいろ

いろなチョコや

せんべいなどが

並んでいる棚の

写真を見せる 

 

 

よ  

○予想をたてさせる 

・個人で考えさせた後

にグループで話し合

い、発表させる 

「人気のある商品が

あるのかな」 

「売り方を工夫して 

 

 

○予想をたてる 

・個人で予想をたてた

後にグループで話し

合い発表する。 

「●●が人気ある

よ。」 

 

☆生活知識を

もとに予想を

たてるよう促

す。 

スーパー文教が、町一番の人気店になったひみつ

は何だろう？ 

 
 

予
想
（
８
分
） 
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●予想とその確かめについて 

 1時間で予想を立てさせ、そ

の確かめを同じ時間の中で行

うという授業を計画すること

もできます。そのためには、確

かめのための資料をすべて、教

師が授業前に準備する必要が

あります。 

 また、そのようなやり方では

なく、ここに示したように、教

師が用意した資料では予想の

半分は確かめられるが、あとの

半分は子どもたち自身が動か

ないと確かめられないという

授業の作り方をすることもで

きるのです。子どもたちの追求

力を育てるために、両者を上手

に混ぜ合わせて年間計画を作

ることが大切なのです。教材に

応じて、この単元は教師がすべ

て資料を用意する、あの単元は、

子どもたちに追求させるステ

ップを設けると考えながら、授

業を作るのが楽しい、と言える

ようになったら、職業人として

とても幸せなことだと思いま

せんか。目指しましょう、授業

のプロを！ 

 

 

 

 

 

 

 
後                    略 

 

 

いるのかな」 

 

 

 

 

 

 

 

「ああ、そういうのがある

んだ。なるほど、合ってい

るかもね。他にもよく売れ

る秘密を考えてみよう。面

白い意見がいいな、出して

みてください」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「そういえば、大声

で道を通る人に～

～がおいしいよと

言ったり、試食させ

たりしていた」 

「早朝割引セールに

お母さんは行くよ」 

 

 

 

 

 

「カードだ」 

「そうだ、お母さん

が言ってた。文教で

買うとポイントがつ

くって」 

「ポイント貯める

と、商品が買えるん

だよ」 

「そうだ、品物がい

っぱいあるって言っ

てたよ。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆間違っても

いい、思いつ

くまま言って

みようという

意欲を引き出

すような投げ

かけをする。 

 

 

 

追
求
解
決(

２
０
よ 

 

「ではみんなが言ったこ

とが合っているかどうか、

お店の人に聞いてきたビ

デオを見せるね」 

 

 

「予想は合ってた？」 

 

「まだ確かめられていな

いものは、みんな家で調

べてきてください」 

 

 

 

 

 

 

「合ってたけど、家

の人に聞かないとわ

からないこともあ

る」 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆家で調べて

来ることをノ

ートに書かせ

る 

 
 

追
求
解
決
（
２
０
分
） 

スーパー文教の店長さんへのインタビュー（ＤＶＤ）

視聴                  (15分) 
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●板書について 

１）１時間１板書が基本です。だ

から、途中で消したりしないよ

うにします。 

２）それは、授業が終わった時に

板書をみれば、その時間にどん

な課題で何を学んだかがわかり、

かつ途中で出た子どもたちの発

言も（一部でよいから）わかる、

そして最後に何を学んだかがわ

かるようなものが好ましいから

です。 

 

 

 

 

 

 

●資料について 

（５）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）資料 

 小学校３年生に、いきなり棒グ

ラフや折れ線グラフを使った資料

は渡しません。もっと上の学年の

算数で習ってから、そうした抽象

的なグラフを使うようにします。

３年生の始めの方では、こうした

親しみやすい絵などを利用してグ

ラフを作ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料① ３年１組の各店の利用者数（人） 

     

パーコック 

（32） 

となみや 

（30） 

コンビニ 

(24) 

八百トラ 

（20） 

その他 

（１） 

大きい星は一つで 10人、小さい星は一つが１人 

 

 

 

 

 

・産地を知らせてほしい        ・産地と生産者を知らせている 

・新せんな商品を買いたい       ・新せんな商品をならべている 

・安く買いたい            ・安売りを毎週し、それを広告 

で知らせている。 

・種類が豊富だとうれしい       ・たくさんの種類を置いている 

・色々なサービスをしてほしい     ・ポイントカードがたまると安 

くなる 

 

買う人の願い 

 

スーパー文教が、町一番の人気店になった秘密は何だろう？ 

 

お店の工夫 

 

スーパー文教が町一番の人気店になったのは、買う人の願い

をかなえるために、いろいろな工夫しているからだ。 
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